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論 文 内 容 の 要 旨

【目的】

法医学 的個人識 別にお いて、DNA分 析 が主流になりつ つあることは否めない事実 であるが 、我 が国では

ABO式 血液型はすべ ての新生児に対し検 査されるため、最 も広 く知られた血液型であり、捜 査情報 としての

価値は高い。 しかしながら、従 来法 医学 的試料の血液型検 査に用いられてきたヒト由来ポ リクローナル抗体 は、

既に生産が中止されたため、新しい検査法の開発が必須である一

そこで、デキストランポ リマー試薬を2次 抗体 とする高感度免疫染色法であるEnVlsion+法 に着 目し、心筋

からのABH型 抗 原の検出について研究した。

【方法】

死後6時 間以内の剖検体か ら採 取した心筋をパラフォルムアルデヒドで固定し、 パラフィン包埋切片を作 製し

た。免疫染色は、1次 抗 体に抗A、 抗B、 抗Hモ ノクローナル抗 体、2次 抗体にEnVlsion+を 用い、発色 ま

での工程を4℃ で行った.ま た、37℃ の密閉容器内で心筋 を3日 から1ヶ 月インキュベートし、腐敗 させた試 料

および死後1日 か ら4ヶ 月経過した剖検体についても型検 出を試みた,

【結剰

Aお よびB型 心筋では、間質に強いAお よびB型 抗原が見られたが、心筋繊維 には見られなか った。II型 抗

原は、心 筋繊維に強く発現したが、血管内皮細 胞や平滑筋では弱 く、間質には存在しなかった。0型 心 筋で

は、血管内皮細胞、間質双 方にH型 抗 原が強 く発現 したが、 心筋繊 維では弱か った。37℃ で1ヶ 月インキュ

ベー トし、高度に腐敗 させ た心筋組織 および死 後4ヶ 月経 過した剖検体の心筋からで も本法 により正しい血液型

判定が 可能であった

【考察1

我 が国で は、ABO式 血液型は身 元確認 において依然 として 重要な情 報源であ る 法医学 的試料か らの

ABO遺 伝子型については、いくつかの報 告があるが、時間 と費用をついやすため、著者はEnVision+法 を

用いた免疫組 織化学的 科去により心筋からのABH型 抗原の検 出を試みた。

その結 果、H型 抗 原の 発現が、Thorpeら の蛍 光免疫染 色法による報 告と顕 著に異なっていた。彼女らは、

毛細m1管 内皮 細胞にのみH型 抗 原が存在 し、心 筋繊維には存在しないと報 告したが 、著音は、血管内皮細胞

だけでなく心筋繊維にも存在することを明らか とし、本法が従 来の染 色法より高感度であることを証明した,さ

らに、高度に腐敗 した心筋か らでも正 しい血液型判定を可能とし、 本法の法医学的 有用性を明らかとした,
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